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項目 内容

会社名 エアモビリティ株式会社 （英文名：AirMobility Inc.）

住所 〒160-0006 東京都新宿区舟町7-40 ACN四谷三丁目ビル2F

設立 2019年8月1日

資本金 1,550万円

経営体制
代表取締役社長 CEO：浅井 尚
常務執行役員：飯島 淳一

顧問

水野 誠一
• 株式会社インスティテュート・オブ・マーケティング・アーキテクチュア 代表取締役
• 元株式会社西武百貨店 社長
• 元参議院議員

内田 和成
• 早稲田大学 教授
• 元ボストン コンサルティング グループ 日本代表

小笠原 耕司
• 小笠原六川国際法律事務所 代表弁護士

事業内容

空飛ぶクルマ関連の下記主要なサービスのインフラであるeVTOLプラットフォーム事業の構築
• 日本におけるeVTOLの独占代理店
• 【Airナビ】、【リスクアセスメント】システムの開発・運用
• 【安全巡行支援】システムの開発・運用
• Vportの整備とそこへの【クラウド離発誘導】システムの開発・運用
• バッテリー充電サービス
• パイロット研修・派遣サービス
• 機体の整備・保守サービス
• 空飛ぶクルマ向け保険サービス
など
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ビジネスドメイン
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eVTOLメーカーとのアライアンスプラットフォーム

エアモビリティ・サービスプラットフォーム

eVTOLメーカー
eVTOLメーカー

eVTOLメーカー eVTOLメーカー

離発着場誘導システム
●コア技術：Vcode、５G、画像認証

Airナビ、アセスメントシステム
●コア技術：空の地図、ナビ追従技術

安全巡行支援システム
●コア技術：AIプラットフォーム

納車前
●輸入、通関、整備、納品

納車後
●修理・検査、車検、保管

開発時
●部品提供、フライトテスト

高速充電システム 予約システム 保険販売システム 決済システム ビックデータ解析システム

販売時
●販売ネットワーク、リース

ライドシェア
事業者

カーシェア
事業者

空飛ぶタクシー
事業者

パイロット養成
事業者

駐機場運営
事業者



• 目的地を設定するとAirナビゲーションシステムにより、最適ルートが
設定されます。

• 選択されたルートは、専用に開発されたリスクアセスメントシステムに
よりリスクを評点化して、それに応じた損害保険とのパッケージにより
飛行開始となります。

【Airナビ】、【リスクアセスメント】システム
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• 機体本体には多数のセンサーが搭載され、さらにAI技術も使われており
、平常時は最高レベルでの安全巡行ができます。

• 刻々と変化する気象情報（風速、風方向）などを分析し提供すること
で安全巡行を支援します。通信には5G技術を使います。

• 火災や地震などの災害発生時には、緊急避難対応などが必要となり、
最適な場所への避難誘導も支援します。

【安全巡行支援】システム
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• 着陸地点（Vertiport）が近づいたら、機体がそのコードを読み取ることで、
クラウド管制システムとの交信により着陸の許可をもらいます。

• 着陸順番から所要時間が自動計算され、機体環境を自動計算してエネルギ
ー設定を自動でコントロールします。

• 急な着陸地点の状況変化も、クラウド管制システムが最適着陸許可を出し
ます。

【離発着場誘導】システム
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安全性確認の実証実験案

1.着陸時場所の大きさ

8.離発着誘導システム

3.人の移動侵入動線
4.衝撃荷重(w x n)耐久性

5.転落防止柵

7.複数層
堅牢構造

9.パイロットとの交信
10.有人(パイロット)

11.機体構造

13.有視界確認

16.基幹道路

17.住宅密集地区

山岳地域

14.
騒音

15.気流

2.水はけ防水性

6.施設素材

18.障害物

当実証実験により、離発着場の最適条件、飛行空路での各データ取得、
リスク低減項目洗い出し、緊急アクション時の対応策等を検討する。
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技術要素

離発着場 A

離発着場 B

監視カメラ

顔認証ポート

中継ディスプレイ
太陽光発電/蓄電システム

離発着場 機体

透明スクリーンパネル

エアーナビゲーション
ディスプレイ

CCDカメラ
（360°外観）

パイロッ用ゴーグル

機内車カメラ

施設内外監
視カメラ

顔認証ポート

太陽光発電/
蓄電システム

中継用大型
ディスプレイ

透明ナビパネル
（風景＋ナビ）

車載監視カメラ
360°カメラ

パイロット用
ナビゴーグル

量産機体製造
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プラットフォーム実現に向けた
ビジネスアプローチ（案）

1 機体(メーカー)を知ってインフラを作る = コネクション
1. 専売機を持つレベル(深さ) → VRCO(英国)
2. 他Early Player(幅) → 欧米4社
3. 機体特性を知って国内実証化へ → インフラ構築

2 スピード感のある実装 = リアリティ
1. 自治体協業(国内初定期飛行) → 三重県/大阪府
2. ヘリ便の代替(新しい離発着地の追加) → アマネム/万博
3. 主幹省庁との継続討議(インフラ事業) → 国交+経産

3 グローバル視点
1. eVTOL関連優位技術の移入 → 弊社ネットワーク
2. 海外メーカーの日本での量産モデル検討 → ライセンス提供

OEM、ODMなど
3. 日本モデルを東南へ(島国モデル) → 海外人脈
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